





研 究 課 題 中世東国武家佐竹氏文書の史料学的研究















































































































































































文書名 年（和暦） 月 日 宛所 形式 現状・備考 法量（縦×横 mm） 花押（縦×横 mm） 花押・印判に関する備考
蓮沼家文書
蓮沼 1-1 芦名盛隆書状 6 月 28 日 蓮沼右衛門 縦切紙 276 × 223 24 × 54
蓮沼 1-2 芦名盛泰書状 6 月 26 日 中目五郎兵衛・蓮沼勝右衛門・小野崎九郎左衛門 折紙 368 × 516
蓮沼 1-3 芦名盛俊書状 7 月 25 日 蓮沼惣左衛門 折紙 343 × 445
長瀬家文書
長瀬 882 長瀬徳右衛門知行書付 寛永元年 12 月 10 日 欠 竪紙 329 × 445
真崎文庫
M307 足利晴氏書状 11 月 3 日 亀房丸 切紙 包紙あり 212 × 528 切封墨引あり、また裏面に墨引あり
M308 足利義氏書状 10 月 25 日 三喜斎 切紙 包紙あり 222 × 492 切封跡あり、また裏面に墨引あり
M309 足利義輝書状 1 月 20 日 今川上総介 切紙 195 × 380
M310 足利義輝書状 1 月 20 日 北条左京大夫 切紙 195 × 349
M311 足利義昭書状 9 月 13 日 新田 切紙 214 × 364
M312 足利義昭書状 9 月 13 日 武田大膳大夫入道 切紙 214 × 353
M313 足利義昭書状 9 月 13 日 文次軒 切紙 217 × 371
M314 芦名義勝御内書 9 月 □日 欠 続紙 ①（164）× 469②（171）× 467
現状は、折紙を裁断して一
紙に貼り付ける
M315 阿部忠秋書状 4 月 6 日 宇都宮帯刀 竪紙 347 × 475
M343 岩城貞隆書状 9 月 25 日 石井靱負 切紙 313 × 435
M350 宇都宮国綱書状 11 月 9 日 宇都宮恵斎 折紙 315 × 474
M351 宇都宮恵斎書状 3 月 10 日 浅草宮御屋地 切紙 303 × 422
M352 宇都宮恵斎書状 欠 9 日 欠 切紙 281 × 419
M353 宇都宮弥三郎書状 6 月 3 日 宇都宮帯刀 切紙 328 × 473
M354 宇都宮弥三郎書状 12 月 22 日 宇都宮帯刀 切紙 316 × 434
M500 佐竹義宣書状 1 月 25 日 梅津半右衛門 折紙 365 × 512
M501 佐竹義宣書状 4 月 19 日 梅津半右衛門 続紙 ① 188 × 528② 190 × 522
M502 佐竹義宣書状 8 月 17 日 梅津半右衛門・小場小伝次 折紙 373 × 474
M503 佐竹義宣書状 （文禄元年） 7 月 5 日 和田安房守 折紙 300 × 456 花押二つ書かれる
M504 佐竹義宣書状 10 月 9 日 梅津半右衛門 折紙 316 × 455
M581 伊達政宗書状 閏7月 2 日 欠 竪紙 326 × 426 軸装を剥がすか
M766 最上義光書状 10 月 11 日 奥山丹波守 竪紙 361 × 484
秋田市立佐竹史料館所蔵文書
C-01 佐竹義宣書状 （元和元年） 12 月 29 日 宇都宮弥三郎 竪紙 軸装 178 × 782 花 19 × 55・印 19 × 55 花押と印判を併用する
C-05 佐竹義宣書状 （元和 2 年） 4 月 15 日 梅津半右衛門・向右近 折紙 軸装 （177 × 4）× 515 花 27 × 57・印径 13
軸装の際に折紙を 4 枚に裁断
する・花押と印判を併用する












C-18 佐竹義宣書状 天正 18 年 12 月 24 日 向右近 折紙 軸装 305 × 484 花 28 × 38 要検討
C-19 佐竹義宣書状 4 月 5 日 梅津半右衛門・向右近 続紙 巻子
① 18.3 × 524
② 183 × 524
③ 182 × 523
花 26 × 58・
印径 14 花押と印判を併用する
C-20 佐竹義宣書状 （元和 2 年） 4 月 15 日 梅津半右衛門・向右近 続紙 軸装
① 177 × 510
② 177 × 441
③ 177 × 71
④ 177 × 380





C-21 佐竹義宣書状 4 月 19 日 梅津半右衛門・向右近 折紙 軸装 179 × 513 花 21 × 51・印径 14 花押と印判を併用する
C-26 佐竹義宣書状 （元和 2 年） 3 月 24 日 梅津半右衛門・向右近 続紙 軸装 （176+178+179+179）× 516





C-63 佐竹義宣書状 （寛永 3 年） 4 月 27 日 梅津半右衛門 折紙 軸装 （177 × 4）× 541 花 21 × 52 軸装の際に裁断する
めていきたい。
また調査先の都合により公開を控えねばならなかっ
た遠藤家文書の調査成果については、白石市の成果公
表を待って成果を公開し、その文書群から考察できる
様々な事柄について論文等で発表していきたい。
そして、史料学的な中世史料の採訪によるデータの
蓄積が未だ十分なものではなく、成果の課題で述べた
ことの実証性を高めるためにも、史料の採訪・調査に
重点を置き、新たな史料学の分野の発展に寄与する努
力を継続していきたい。
